
■第 21 巻 2007 年

○原 人脳脊髄液中の gamma-Hydroxybutyrate の定性及び

定量方法の訂正版 荒井 光治 1

○原 肥満症の 2型糖尿病患者の性格特性に関する予備調査

岡村 香織・小海 宏之・首藤 賢

前田 明子・藤田 雄・清水 信夫

吉田 麻美・寺嶋 繁典 9

○原 示指細菌数の測定と手洗い効果判定について

竹久 洋子・前田 環・中田 裕二 17

○原 初回基礎看護学実習レポートの分析(その 2)

――看護職者としての資質に関連した学び――

辻野 朋美・山口 智子・上野 範子

緒方 巧・矢野 正子 23

○原 日本の作業療法における対象者理解の歴史的変遷

――脳血管障害の作業療法からみる健康観と主体性――

須川 重光・小澤加奈子・久常 良 35

○原 都市部における自殺の構造的解明

――自殺率の異なる地区の社会・経済的要因の分析――

木下 泰子・岸田 秀樹・足利 学

江副 智子・飯田 英晴 47

○原 男性・女性合同の作業療法プログラムの実施により慢性

統合失調症患者に現れた影響

三木 康明・楠田 寛・上西 裕之

魚橋 武司・堺 俊明 59

○報 精神障がい者における歯科医師と看護者の連携による口

腔ケアの有意性

――聞き取り調査分析より――

上妻日出信・小澤 誠裕・武内 秀夫

追田 恵子・齋藤 道子 67

○報 在宅看護に関する縦断的研究

――訪問看護実習の学習効果――

河野 由美・津村 寿子・上野 範子

藤本 佳子・平田 由紀 73

○報 初回基礎看護学実習のレポートの分析(その 1)

――早期体験学習の学習効果に焦点をあてて――

山口 智子・上野 範子・緒方 巧

辻野 朋美・矢野 正子 83

○論 〈生死 (しょうじ)〉と〈生死 (せいし)〉のグラデー

ション 島崎 義孝 93

○論 痛みと心理的ストレスの関係性

――症状化するストレスの脅威―― 堀 寛史 107

○論 行為論的研究に基づく自殺予防へ向けて

岸田 秀樹・足利 学・木下 泰子

江副 智子・飯田 英晴 119

○特 北京医院における糖尿病看護の紹介 (講演録)

孫 超・董 超 131

○特 近親相姦 (Incest) 松本 守 135

○特 一県立病院における経験

――諸改革と生活習慣病医療の展開―― 佐藤 茂秋 143

■第 22 巻 2008 年

○原 母親が捉えた子どもの変化と母親の価値観の変容

丹葉 寛之・大西 満 1

○原 認知症高齢者に看護学生が抱いた感情

西村 美里・大町 弥生・中山 由美 11

○原 療養型病棟に入院中の高齢者の運動機能・精神機能に関

する調査 石橋 麻里・狩野 良太・西澤美貴子

平山 朋子 23

○原 アメリカにおける医療へのアクセスと健康権

――生命倫理の議論を中心に―― 石村久美子 31

○論 日本の高齢者像 統計的素描 小田 泰宏 43

○論 東西融合心身医療の提言

――心身医学から魂身医学へのパラダイムシフト――

深尾 篤嗣・藤見 幸雄・後山 尚久

村川 治彦・中井 吉英・大澤 仲昭 55

○論 はなすこと，きくこと，ふれること，かんじること (ふ

れられること)

――臨床実習へアンガジェする方法の検討――

堀 寛史・杉本 明文・佐伯 武士

平山 朋子 65

○論 近世都市大坂における自殺対策 (前編)

――千日墓所の死亡埋葬記録に基づいて―― 岸田 秀樹 75

○論 近世都市大坂における自殺対策 (後編)

――千日墓所の死亡埋葬記録に基づいて―― 岸田 秀樹 89
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○報 成人看護学実習および老年看護学実習において看護学生

が見学または実施した看護基本技術の実態

――学生による自己評価調査の分析より――

綿貫 成明・大町 弥生・辻村 史子

伊藤 良子・中山 由美・宮地 真澄

平木 尚美・表 澄子 101

○学 青少年の自殺予防

――藍野医療フォーラム 2008「青少年の自殺予防を考える」を開

催して―― 足利 学・飯田 英晴・岸田 秀樹

江副 智子・柴田真理子 117

○特 大地の母 (Earth Mother) 松本 守 119

■第 23 巻 2009 年

○総 死とは

――新しい概念としての「関係性の死」の意義――

佐々木恵雲 1

○原 考，ファンクショナル・リーチテスト

西銘 耕太・熊田 仁・後藤 昌弘 17

○調 都市勤労者型自殺予防のための地域的資源の検索に向け

て ――医療系大学生の首尾一貫感覚 (SOC) と地域的連帯との

関係についてのプレテストに基づいて――

岸田 秀樹・足利 学 27

○調 首尾一貫感覚 (SOC) 測定に基づく医療系教育論の試み

――医療系学生生活におけるストレス一般抵抗資源 (GRRs) の

検索―― 岸田 秀樹・足利 学 35

○報 臨床教員制度の導入とその可能性

熊田 仁・梶本 浩之・眞塩 紀人

米田康太郎・平山 朋子・後藤 昌弘 47

■第 24 巻 2010 年

○総 ヒトの脳内のイメージング研究と臨床医学への応用

外池 光雄 1

○総 今，再び脳死と臓器移植を問う 佐々木恵雲 5

○原 青葉丘病院における介護予防教室の実践報告

―― 4 年間のアンケート調査結果と新しい介護予防教室の試み

―― 狩野 良太・石橋 麻里・西澤美貴子

中尾 好晴・北林 睦・内野 裕介

仲野 敦 57

○論 看護におけるタッチ

南部登志江・山本 裕子・小島 賢子

屋敷 久美 67

○特 曽根崎心中の歴史社会学的分析

――書評；小林恭二著『心中への招待状・華麗なる恋愛死の世

界』―― 岸田 秀樹 75

■第 25 巻 2011 年

○原 姿勢が咳の最大流量 (Cough Peak Flow) と呼気筋活動

に与える影響 山科 吉弘・田平 一行・増田 崇

井出 宏・長瀬 有希・玉村 悠介 1

○原 社会階級による高齢者の主観的幸福感の相違について

――人生暦を通して――

山本 裕子・Anbäcken, Els-Marie・中塘二三生 7

○総 廃用性筋萎縮に影響を与える因子とその予防

高田 昌寛・浅野 博史・井口 聡

後藤 昌弘・中本 陵・佃 耕太朗

日垣 雄也 19

○実 ｢気になる子ども」を捉える思考プロセスの形成

――保育士に行った間接的支援の実践報告――

丹葉 寛之・大西 満・尾藤 祥子 29

○論 国試問題形式による高齢社会に関する基礎知識の確認

――社会保障リテラシー向上のために―― 小田 泰宏 37

○特 命は誰のもの 佐々木恵雲 47

■第 26 巻 2012 年

○総 身体とジェンダーの狭間で苦悩する性の救済

――Gender Dysphoria の理解と看護ケアのための医療人類学

―― 高垣 雅緒 1

○原 C型慢性肝炎患者の療養体験に関する研究

――インターフェロン療法中の外来患者の療養体験――

松本 珠美・吉田 恵美・高原美絵子

岩永 淳子・伊藤ちぢ代 43

○原 多胎児と単胎児の母親の子育て観 (CPS-M97) とレジ

リエンスの分析

贄 育子・内藤 直子・落合世津子

村上 揚子・大島加奈子 55

○調 学生主体で行う実習のオリエンテーションの教育的効果

の評価 山口 求・大川 眞紀子・和田恵美子

渡邉 清江・松井 幸子・木本 佳恵

本多 容子・小林 久子・内藤 直子

菅田 勝也 63

○実 過疎地域の地域包括ケアシステムの構築をめざして

――住民主体の在宅支援マップ作成までのプロセス――

関永 信子・久佐賀眞理・井 美代子 71

○学 藍野大学医療保健学部看護学科公開講座「スピリチュア

ルケアについて」報告

山本 裕子・本多 容子・内藤 直子

廣田美喜子・竹見八代子・小田 泰宏 81

○資 看護学生の静脈血採血演習授業における安全に関する学

びの研究 松本 珠美・伊藤ちぢ代 87

■第 27 巻 2013 年

○総 ビスフォスフォネート製剤による顎骨壊死

――口腔ケアの有用性について――

島原 政司・有吉 靖則・藤田 寛

伊藤 雄一・武井 祐子・藤川 麻美

池田由紀子・藤田 美幸・増田 絢子

瓜生 直人・木村 吉宏・山本 孝文

植野 高章 1

○総 口腔疾患と全身とのかかわり

――口腔ケアの重要性について――

木村 吉宏・島原 政司・橋本 成美

南 泰弘・曽根 明子・島原 武司

高橋 宏美・奥富 直・山賀 保

山本 孝文・有吉 靖則・植野 高章 9

○原 当学院における学生の自我状態や基本的構えの特徴と自

己退学した学生の傾向について 安井眞由美 19

○原 慢性統合失調症者への認知機能改善療法実施の試み

岡村 香織・大阪 一樹・白取美有紀 29

○論 古典文学に見る日本人の霊魂観 野田 亨 37

○報 就学前自閉症スペクトラム児の不器用さに関する考察

笹井 久嗣・樽谷 友理・大西 満 53
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○報 高等学校看護教育におけるアクティブ・ラーニングの試

み ――衛生看護科「精神保健」科目の教育実践と評価――

新出 育衣・吉田 卓司 59

■第 28 巻 2014 年

○総 Dental fluorosis について

――フッ素応用と本邦における現況について――

島原 政司・有吉 靖則・木村 吉宏

島原 武司・山賀 保・山本 孝文 1

○原 トランスジェンダーの医療人類学的研究

――性別適合手術による性別違和感の語りの変容――

市橋 弘子・今井 真央・落合小百合

川越 未来・能城久美子・柴田真理子

高垣 雅緒 11

○原 サービス担当者会議で解決されない問題への介護支援専

門員の関わりのプロセス 和田惠美子 21

○原 看護過程初学者の情報収集及びアセスメントにおける困

難状況と指導方略

廣田美喜子・竹見八代子・和田惠美子 31

○原 父親の育児参加と幼児期子どもの社会性の発達に関する

研究 鍋島 和貴・山口 求・武内 龍伸 41

○論 認知予備力とサクセスフル・エイジング武田 雅俊 55

○論 肝機能検査の原理とその生化学的背景 黒澤 和平 61

○調 Dental fluorosis について

――インドにおける調査――

島原 政司・木村 吉宏・有吉 靖則

山本 孝文 73

■第 29 巻 2015 年

○総 日本における医療者・患者関係について

――問題点と解決への方策の検討―― 佐々木恵雲 1

○原 大阪府北部地域検出カルバペネム耐性大腸菌の解析

牧 美南世・板垣 博之・中田 裕二 9

○報 臨床教員制度下における臨床実習教育システムの紹介

岩村 真樹・梶本 浩之・熊田 仁

平山 朋子・後藤 昌弘・西村 敦 17

○報 高等学校衛生看護科における授業実践 溝渕 千夏 25

○調 学校生活アンケート調査に関する取り組みと活用につい

て 中間 茂治 33

○報 ｢手術手順」の必要性と効果に関する調査

田中 裕樹・石橋 文枝 45

○症 機械弁置換術後にダビガトランで抗凝固療法を行い脳塞

栓症を発症した 1例 辻 理絵・辻 篤司 55

○資 (授業報告) ライフサイクル各期の危機介入における問

題解決型グループワークの試行

――ポートフォリオを活用した研究的思考に向けた育成――

松岡 義明・奥野 修一 61

○学 第 24 回WPATH国際シンポジウム参加報告「希望の性

で生きることは基本的人権」

高垣 雅緒・宇野賀津子 71

○報 生活困窮者自立相談支援事業と保健師の役割

門田 加奈 75

■第 30 巻 2017 年

○論 日本の社会保障

――空間軸と時間軸に沿って―― 小田 泰宏 1

○症 魚骨による腸間膜穿通の 1例

濵畑 哲造・竹田 幹・廣瀬 昂彦

畑中 薫 19

○実 あいの認知症プロジェクトの取り組み

――家族教室と環境支援に焦点をあてて――

玉置 陽一・小谷 隆弘・杉野 正一 25

○報 A島地域診断フィールドワーク報告

河端三恵子・原田 ひとみ・竹田 秀信

松岡みどり・波多野浩道 33

○原 足浴は歩行困難な認知症高齢者の下肢筋力を増強させる

か 本多 容子・田丸 朋子・岩佐 美香

米澤 知恵・信岡 研身 41

○報 専攻科の特性を生かした地域貢献

――子育てサロン「だっこ」5年目の報告――

門田 加奈・朝山 友介・北本さゆり

柴田真理子・太田小百合 47

○特 藍野大学と Saluti et Solatio Aegrorum 武田 雅俊 53

○特 高齢者医療における差別を克服するために

――差別の視点から見た相模原事件を通して――

佐々木恵雲 57

○特 中央図書館および中央研究施設 井出 千束 63

○特 藍野紀要発刊 30 周年に寄せて 田中 俊典 67
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